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在宅人工呼吸器装着者の医療的ケアにおける緊急時連携体制の課題
和泉とみ代・木村　麻紀・澤田　和子
Medical care on the subject of cooperation dealing with emergencies 
for respiration on a person convalesce at home 
Tomiyo Izumi・Maki Kimura・Kazuko Sawada
Abstract 
The objective of this study is to identify some issues that the medical professions’ cooperation care system 
faces on the occasion of emergencies dealing with the persons wearing an artificial respirator living at home. 
While there are as many as 15,000 persons who wears artificial respirator in Japan, but only a few studies 
have been done on the medical care professions’ cooperation dealing with  emergencies. The results from 
the survey conducted of 500 home care institutions of seriously disabled persons showed that they were 
mostly small-scaled institutions, and the doctors and the nurses  contacted on daily bases (58.0%, 71.0% 
respectively), but they did not have enough cooperation at emergencies (52.0%) and disasters (doctor 
38.1% &nurse 50.5%)with community. Since the medical care professions have to closely connect to the 
community and the fire stations at natural disasters, because quick moving and transferring disabled persons 
are necessary, how to establish a strong cooperation and connecting with the community becomes the key 
issue.
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災害時の難病患者の自助力を高めるため防災訓練を行
い，難病患者の障害特性に応じた個別ファイル化と個
別支援体制の構築の必要性を提起している．その際，
訓練は個別に実施し，災害対応訓練シートを作成活用
することの有効性を示していた．さらに，医療福祉専
門職に対し，①災害時の安否確認や訪問について，事
業所の方針を話し合い，患者・家族に伝える．②停電
や地震、津波などに備え，安否確認に必要なデーター
や，職員の連絡先等印刷しラミネート加工をしておく．
③他職種の協力による防災訓練の実施などを提起して
いた． 
　これらのことから，医療的ケアにおける緊急・災害
時時の連携に関する課題を整理すると以下のとおりで
ある．
　課題1：多職種間での連携体制の整備をさらに進め，
災害時を想定し，各専門職の役割と支援内容を決める．
　課題2：急変時・災害時の対応マニュアルを個別に
病態や日常生活の活動状況に合わせ作成し，利用者の
関係機関相互で共有できるようにする．
　課題3：災害時に備え，地域との密接なつながりをも
ち，利用者と専門職との連携を密に保つ．
　課題４：被災状況や避難の有無を把握するため，避
難行動要支援者名簿を登録し，行政や消防署との緊密
な連携を図り，災害を想定した訓練を行う．
結語
　在宅人工呼吸器装着療養者の医療的ケアにおける
緊急時の連携を焦点に調査をおこなった．医療的ケア
におけるニーズ調査において，専門職間の連携が重要
であることが提示された．とりわけ，急変や災害時に
不安が強かった．その課題を明確にするために行った
多職種間連携の調査から，自然災害時には，専門職間
をはじめ，地域住民や行政・消防署などとの緊密な連
携をとる必要性があることが示唆された．しかし，回
収率が低く全国の状況を把握するには不十分であっ
た．今後，さらに調査を深めたい．
　なお，本論は吉備国際大学共同研究費の助成を受け
行った研究をまとめたものである．
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要旨
　本研究の目的は,在宅で療養する人工呼吸器装着者の医療的ケアにおける災害時や急変時を含めた緊急時の連携
体制の課題を明確にすることである．在宅人工呼吸器装着者は全国で約15,000名いるが，医療的ケアの緊急時の連
携体制に関する研究は少ない．
　重度訪問介護事業所500ヶ所を対象とした調査から,小規模な事業所が多く，多職種と日常的な連携（医師58％、
看護師71%）をとっていたが，緊急時52％，災害時（医師38.1％ ,看護師50.5％）の連携は不十分であった．
　自然災害の時には,避難移動に困難が伴うため地域との密接なつながりや行政・消防署との密接なつながりが重要
である.
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